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特  集特  集
意見交換会

成
り
立
ち
と
活
動
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

◦
昨
年
の
４
月
に
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
名
前
を
変
更
し
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
長
年
の
課
題
だ
っ
た
ん

で
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、
幹
部
研
修
会
と
か

一
泊
研
修
、
あ
と
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
で
す
ね
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
い
う
全
体
の
組
織

が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
各
行
政
区
を
中

心
に
単
位
ク
ラ
ブ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

多
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
ど
ん
活
発
に
活
動

さ
れ
て
ま
す
。
た
だ
、
い
ま
４
つ
の
区

が
休
部
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

休
部
さ
れ
て
い
る
区
が
あ
る
ん
で
す

ね
。
そ
の
後
は
い
か
が
で
す
か
？

◦
実
は
先
日
、
公
民
館
で
区
長
に
会
っ

て
も
ら
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に

「
誰
か
１
人
立
ち
上
げ
に
関
し
て
動
く
人

が
い
れ
ば
、
す
ぐ
立
ち
上
が
る
ん
で
す

が
…
。
い
ろ
い
ろ
役
を
さ
せ
ら
れ
る
の

が
嫌
だ
か
ら
、
と
断
ら
れ
る
ん
で
す
よ
」

と
い
う
感
じ
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
が
課
題
に
上
が
り
ま
す

か
？

◦
入
っ
て
み
る
と
行
事
が
多
く
て
。
も

う
す
こ
し
少
な
く
し
な
い
と
、
な
か
な

か
会
員
さ
ん
は
増
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◦
そ
う
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
行

事
っ
て
年
間
５
つ
か
６
つ
し
か
な
い
ん

で
す
よ
。
そ
れ
を
減
ら
し
た
ら
会
員
さ

ん
の
楽
し
み
が
減
っ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
家
に
こ
も
ら
ず
、
ど
ん
ど

ん
外
出
し
て
運
動
し
、
多
く
の
方
々
と

触
れ
合
う
事
が
認
知
症
予
防
に
な
る
と

議会広報広聴委員会

第27回
篠栗町シニアクラブ

連合会
　昨年「老人クラブ」から名称
を改め、老後の生活を健康で明
るく豊かなものにすると共に、
住みよい郷土となるように、地
域社会の貢献に参加するために
結成したものです。

亀
の
甲
よ
り
年シ

ニ
ア

の
劫

飯干 会長

吉竹 副会長・女性部長
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◦
見
出
し
を
見
て
、
関
心
の
あ
る
の
だ

け
読
ん
で
ま
す
（
笑
）。

◦
表
紙
は
人
物
画
像
で
、い
い
な
と
思
っ

て
見
て
い
ま
す
。
な
ん
か
、
も
う
少
し

ア
ピ
ー
ル
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◦
冊
子
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
極
端

な
こ
と
を
い
う
と
一
覧
表
で
も
い
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
、

あ
ち
こ
ち
見
れ
る
の
で
見
や
す
い
か
な

と
。

他
に
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

◦
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
転
手
さ
ん
を

探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
バ
ス
を
出
し
て
い
た
だ
け
な
い
ん

で
す
よ
。
そ
れ
で
あ
ん
ま
り
活
動
出
来

な
か
っ
た
ん
で
す
。
せ
っ
か
く
コ
ロ
ナ

も
落
ち
着
い
て
き
て
自
由
に
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
に
。
日
帰

り
研
修
と
か
出
来
た
ら
い
い
な
っ
て
思

う
ん
で
す
が
、
今
は
全
く
で
き
な
い
状

況
で
す
。

◦
行
政
区
組
合
へ
の
加
入
率
の
低
さ
も

影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新
住
民

の
方
は
、「
役
を
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
入
ら

ん
」
と
い
う
こ
と
で
組
合
に
も
ほ
と
ん

ど
入
っ
て
い
な
い
み
た
い
で
す
。

行
政
区
へ
の
加
入
が
な
か
な
か
増
え

な
い
と
い
う
の
は
大
き
な
課
題
で
す

ね
。
最
後
に
議
会
だ
よ
り
の
印
象
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦
実
は
あ
ん
ま
り
読
ん
だ
こ
と
が
な
く

て（
笑
）今
度
か
ら
読
む
よ
う
に
し
ま
す
。

言
わ
れ
て
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
魅
力

あ
る
活
動
を
増
や
し
、
多
く
の
方
に
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
私
は
思
い
ま
す
。

行
事
の
一
つ
の
中
で
初
詣
に
行
か
れ

た
ん
で
す
ね
。
い
か
が
で
し
た
か
？

◦
今
年
、
小
倉
の
八
坂
神
社
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
50
～
60
人
の
参
加
者
が
い

た
ん
で
す
よ
。
そ
の
あ
と
食
事
を
し
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
で
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
が
無
理
な
く
続
け
れ
ら
れ

て
、
魅
力
的
な
活
動
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大楠 副会長・事務局長

實藤 会計
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　３月１日から13日まで、13日間の会期
で開催しました。
　総務建設・文教厚生常任委員会、予
算特別委員会において、町長提案の条例
案や補正予算、令和５年度当初予算案な
ど27議案、また議員提出案３件、すべ
ての議案を原案のとおり可決しました。
　各議案に対する賛否一覧を９ページに
掲載しています。

３月定例会３月定例会
令和５年度予算

111111億億14891489万円万円
令和５年度一般会計予算

公債費
7億600万
6.4%

教育費
10億1700万
9.1%

衛生費
12億8900万
11.6%

民生費
42億9600万
38.7%

総務費
18億500万
16.2%

農林水産業費
1億7300万　1.6%

消防費
4億7500万
4.3%

土木費
4億1000万
3.7%

諸支出金
７億200万
6.3%

議会費　1億1000万　1.0%
災害復旧費ほか　2700万　0.2%

商工費
1億500万
0.9%

歳  出
111億1489万円

一般会計　歳出

	 ●	ふるさと寄附金に対する返礼品の拡充　　� ��������������� �2億2500万円
	 ●	子どもの居場所の提供に対する補助金　　� ����������������� �1300万円
	 ●	産官学連携で体力に応じた介護予防事業　　� ���������������� �2200万円
	 ●	健康を保つために　一般健診・がん検診などの事業　　� ����������� �1900万円
	 ●		病気予防のために　風しん・おたふくかぜ・造血細胞移植後任意・HPVウイルス
	 　	ワクチン任意などの予防接種給付事業　　� ������������������ �200万円
	 ●	消防団の機能拡充　消防ポンプ車・活動服の購入など　　� ���������� �6300万円
	 ●	小中学校給食補助金　　� �������������������������� �900万円

令和５年度の主な事業　～まちのお金の使いかた～
（百万円未満四捨五入　単位：円　構成比：％）

敬老祝金給付事業予  算縮小に待った!!敬老祝金給付事業予  算縮小に待った!!
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ワクチン

111億1489万円

町税
33億8700万
30.5%

繰入金ほか
19億8200万
17.8%

地方交付税
20億6600万
18.6%

国・県支出金
26億8300万
24.1%

地方消費税交付金ほか（各種交付金）
7億7600万
7.0%

自主財源 48.3% 依存財源 51.7% 町債　2億2100万　2.0%

一般会計　歳入 （百万円未満四捨五入　単位：円　構成比：％）

特別会計予算
会　　　計 Ｒ５年度予算 対前年度増減

国 民 健 康 保 険 27億8600万 1100万
後 期 高 齢 者 医 療 4億8600万 3800万

水 道 事 業
収 益 的 支 出 5億5100万 △700万
資 本 的 支 出 3億8300万 △1100万

公共下水道事業
収 益 的 支 出 8億8500万 3700万
資 本 的 支 出 5億8900万 1400万

（百万円未満四捨五入　単位：円）

令和５年度予算

　町は、高齢者を取り巻く諸情勢の変化、近隣自治体の状況を鑑み、敬老祝金支給事業について、高
齢者に対する支給を縮小した。
　この事業は、町が多年に渡り社会に貢献されてきた高齢者の方に対して敬意を表する事業として
長年実施されてきたものである。しかし、今回の削減については早急な方針表明であり、当事者に対
する理由の説明など不十分である。ついては、本年度同様の規模での継続もしくは代替の施策を補正
予算で計上し、住民への縮小理由の丁寧な説明を要望する。

藤木　高裕 議員
　予算書２款１項６目14節、施設整備工事1234万4千円。この工事は、篠栗北地区産業団地に2か所の
看板を設置するもの。1か所600万円強の高額な看板の費用を、なぜ町が全額負担し立てなければならな
いのか納得出来ない。よって議案書第25号に反対の意を表する。

反対討論

議員発議
当初予算に
附帯決議

全会一致で可決

敬老祝金給付事業予  算縮小に待った!!敬老祝金給付事業予  算縮小に待った!!
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人
　
　
事

人
権
擁
護
委
員
を
推
薦

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て�

（
議
案
第
３
号
）

　
人
権
擁
護
委
員 

西 

宏
円 

氏
が
、
令
和
５
年
６
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
の
候
補
者
と
し

て
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
も
の
。

　
任
期　
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
６
月
30
日

条
　
　
例

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
に

篠
栗
町
印
鑑
条
例
及
び
篠
栗
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
８
号
）

　

印
鑑
登
録
証
明
書
及
び
住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
お

い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
専
用
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

　
公
布
の
日
か
ら
施
行
。

※ 

た
だ
し
、
国
の
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
対
応
が
可
能

と
な
る
。

26
年
ぶ
り
に
改
定

篠
栗
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
定
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

篠
栗
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
定
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
11
・
13
号
）

　

議
会
議
員
の
報
酬
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の
給
与

に
つ
い
て
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
以
降
、
額
の
改
定
が

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
間
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
社

会
経
済
情
勢
等
に
伴
い
、
額
の
改
定
を
行
う
も
の
。

　

改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
篠
栗
町
特
別
職
給

料
等
審
議
会
の
意
見
を
聴
取
さ
れ
て
い
る
。

人事・条例

西　
邦
彰 

氏

反
対
討
論�

荒
牧 

泰
範 

議
員

　

議
案
第
11
号
は
議
員
提
案
で
な
く
執
行
部
の
ご
厚

意
に
よ
る
議
員
報
酬
増
額
に
感
謝
す
る
。

　

そ
の
増
額
率
は
８・
６
％
で
あ
る
が
町
長
給
料
の

増
額
率
は
０・
８
％
に
と
ど
（
留
）
ま
り
、
提
案
理

由
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。

加
え
て
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
甚
大
な
災
害
を

被
っ
た
わ
が
町
の
町
長
職
は
眠
れ
な
い
よ
う
な
日
々

が
幾
度
も
あ
っ
た
と
思
う
。

　

災
害
や
戦
争
等
で
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た

中
、
こ
れ
か
ら
は
な
お
一
層
の
苦
労
を
強
い
ら
れ
る

事
と
な
る
。
副
町
長
職
も
同
様
で
、
教
育
長
は
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
や
社
会
教
育
の
充
実
等

こ
ち
ら
も
重
責
で
あ
る
。

　
適
正
な
増
額
の
再
提
案
を
求
め
て
反
対
す
る
。

（単位：円）

役　職 改定前 改定後

議
員

議長 346,000 379,000

副議長 286,000 310,000

委員長 272,000 297,000

議員 266,000 289,000

特
別
職

町長 828,000 834,000

副町長 669,000 674,000

教育長 622,000 628,000
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町
監
査
委
員
の
報
酬
額
改
定

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
定
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
12
号
）

　

大
き
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
職
責
の
重
さ

が
増
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
糟
屋
地
区
内
で
の
均
等
を
図

る
こ
と
に
伴
い
、
監
査
委
員
の
報
酬
額
を
改
定
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
定
す
る
も
の
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

犬
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
登
録
制
度

に
よ
る
事
務
手
数
料
の
無
料
化

篠
栗
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
定
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
15
号
）

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
狂

犬
病
予
防
法
の
特
例
の
適
用
に
よ
り
簡
素
化
さ
れ
る
犬
の

登
録
事
務
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
、
無
料
と
す
る
必
要

が
あ
り
、
所
用
の
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
定
す
る
も
の
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
を
授
乳
室
に
変
更

篠
栗
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
16
号
）

　

オ
ア
シ
ス
篠
栗
の
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
を
授
乳
室
へ
変
更

す
る
こ
と
に
伴
い
、
室
使
用
料
の
表
に
定
め
る
カ
ラ
オ
ケ

の
項
を
削
除
す
る
も
の
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

出
産
育
児
一
時
金
が
８
万
円
増
額
に

篠
栗
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
18
号
）

　

改
正
の
内
容
は
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
改
正

す
る
も
の
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

条例

リラックス
ルーム

キッズ
コーナ 事務室

健康課

健康
相談室

研修室① 研修室②大広間

トイレ

キッズルーム

トレーニング
ルーム

出入口
視聴覚室

トイレ売店
サービスカウンター

授乳室

出産一時金の金額
（単位：円）

出　産　日
支　給　額

産科医療保障制度
加算対象の場合

産科医療保障制度
加算対象外の場合

令和5年3月31日まで 420,000 408,000

令和5年4月1日以降 500,000 488,000

オアシス篠栗 1階

※産科医療保障制度
　 出産のときに、なんらかの理由で重度脳性麻痺となった赤ちゃんとその家

族の経済的負担を補償する目的で創設された分娩機関が加入する制度。
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妊
娠
時
・
出
産
時
に
一
時
金

令
和
４
年
度
篠
栗
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）�

（
議
案
第
2
号
）

予
算
補
正
額

　
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
給
付
事
務

 

４
３
１
9
万
円

　

孤
立
感
や
不
安
感
を
抱
く
妊
婦
・
子
育
て
家
庭

が
安
心
し
て
出
産
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
経
済

的
支
援
を
実
施
す
る
も
の
。

支
援
内
容

　
妊
娠
届
時
に

　
　
　
　
　
出
産
応
援
交
付
金
と
し
て
５
万
円

　
出
生
届
時
に

　
　
　
　
　
子
育
て
応
援
交
付
金
と
し
て
５
万
円

その他・補正予算・臨時会・研修

そ 

の 

他

令
和
５
年
度
実
施
予
定
区

域
の
住
居
表
示
始
ま
る

字
の
区
域
の
変
更
及
び
町（
丁
目
）の

区
域
の
設
定
に
つ
い
て�
（
議
案
第
19
号
）

　
「
大
字
田
中
」、「
大
字
尾
仲
」
の
一
部
区

域
を
廃
止
し
、
新
た
に
「
田
中
１
丁
目
」
か

ら
「
田
中
４
丁
目
」
ま
で
の
町
（
丁
目
）
の

区
域
を
設
定
す
る
も
の
。

　
令
和
５
年
11
月
11
日
か
ら
実
施
。

各会計補正予算（議案第22号～議案24号）
会計別の補正予算額は下記のとおり。 （万円未満四捨五入）

会　　　計 補　正　額 補正後予算額
一般会計 ８７９６万円 １２５億３４５０万円
後期高齢者医療特別会計 ６６７万円 ４億５８２６万円
流域関連公共下水道事業会計 ８００万円 ８億５４６０万円

補
正
予
算

　
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
提
出
の
条
例
案
１
件
と
補

正
予
算
１
件
の
２
議
案
を
審
査

し
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
各
議
案
に
対
す
る
賛
否
一
覧
を

9
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第１回臨時会第１回臨時会
（１月26日）

研
　
　
修

町
村
議
会
議
員
研
修

２
０
２
３
年
１
月
12
日　
福
岡
国
際
会
議
場

講
演
演
題

　

 「
市
長
経
験
者
か
ら
見
た
一
般
質
問
に
つ

い
て
」

講　
師

　

 

平
井
竜
一
氏

　

 （
元
神
奈
川
県
逗
子
市
長
・
合
資
会
社
ま
ち

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
）

　

一
般
質
問
で
行
政
を
動
か
す
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
質
問
の
仕
方
が
有
効
か
、
予

算
委
員
会
で
の
取
り
組
み
方
、
行
政
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
方
法
な
ど
が
語
ら
れ
、
今
後
の
議

会
活
動
に
非
常
に
参
考
と
な
っ
た
。
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議決結果一覧表

議 決 結 果 一 覧 表

議案番号 議　　　案　　　名 議決結果
１
月　

臨
時
会

１ 篠栗町特別職給料等審議会条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決
２ 令和４年度篠栗町一般会計補正予算（第７号）について 全員賛成可決

３　
月　
定　
例　
会

３ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 全員賛成同意
４ 篠栗町個人情報保護法施行条例の制定について 全員賛成可決
５ 篠栗町男女共同参画推進条例の制定について 全員賛成可決

６ こども家庭庁設置法及びこども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備
に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 全員賛成可決

７ 篠栗町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例及び篠栗町情
報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決

８ 篠栗町印鑑条例及び篠栗町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定
について 全員賛成可決

９ 篠栗町災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決

10 篠栗町職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 全員賛成可決

11 篠栗町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 全員賛成可決

12 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 全員賛成可決

13 篠栗町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

賛成多数可決
（可10：否１荒牧）

14 篠栗町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決
15 篠栗町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決

16 篠栗町総合保健福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 全員賛成可決

17 篠栗町重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 全員賛成可決

18 篠栗町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決
19 字の区域の変更及び町（丁目）の区域の設定について 全員賛成可決
20 町道の認定について 全員賛成可決
21 町道の路線変更について 全員賛成可決
22 令和４年度篠栗町一般会計補正予算（第８号）について 全員賛成可決
23 令和４年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）について 全員賛成可決

24 令和４年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第４号）につ
いて 全員賛成可決

25 令和５年度篠栗町一般会計予算について 賛成多数可決
（可９：否２横山・藤木）

26 令和５年度篠栗町国民健康保険特別会計予算について 全員賛成可決
27 令和５年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算について 全員賛成可決
28 令和５年度篠栗町水道事業会計予算について 全員賛成可決
29 令和５年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算について 全員賛成可決

発議第１号 篠栗町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 全員賛成可決
発議第２号 篠栗町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成可決
発議第３号 ※議案第25号令和５年度篠栗町一般会計予算に対する附帯決議について 全員賛成可決
※発議第3号の詳細は5ページへ
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問
　
帯
状
疱
疹
の
主
な
要
因
は
、
免
疫
力
の

低
下
・
ス
ト
レ
ス
・
加
齢
に
よ
る
も
の

で
、
50
代
以
降
に
発
症
し
や
す
く
、
80
歳

ま
で
に
３
人
に
１
人
が
か
か
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　
激
痛
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
20
％
の
人

が
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
と
な
り
、
痛
み
の

ひ
ど
い
場
合
は
10
年
、
一
生
続
く
場
合
も

あ
る
。

　
発
症
を
防
ぐ
に
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
。

　

２
月
の
時
点
で
55
自
治
体
が
公
費
助
成

を
実
施
し
て
お
り
、
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

以
下
の
質
問
を
す
る
。

① 

町
の
帯
状
疱
疹
を
発
症
し
た
人
数
は
。

② 

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

③ 

ワ
ク
チ
ン
の
周
知
と
、
接
種
の
推
進
は

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

④ 

他
自
治
体
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
公
費

助
成
の
内
容
は
。

⑤ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
【
健
康
課
長
】

① 

自
治
体
へ
の
報
告
す
る
制
度
が
な
い
た

め
把
握
は
出
来
て
い
な
い
。

② 

一
定
の
予
防
効
果
は
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
生
ワ
ク
チ
ン
は
５
年
を
超
え
る
と

有
効
性
は
低
下
す
る
と
言
わ
れ
、
よ
り

効
果
の
高
い
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
か

月
で
２
回
接
種
し
、
免
疫
の
持
続
が
９

年
後
の
時
点
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

③ 

周
知
と
接
種
の
推
進
に
つ
い
て
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
行
い
た
い
。

④ 

近
隣
で
は
、
太
宰
府
市
が
１
人
１
回

１
万
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

⑤ 

現
在
、
任
意
接
種
で
あ
り
、
厚
生
労
働

省
で
は
、
感
染
や
重
症
化
の
予
防
等
の

観
点
か
ら
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国

や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
発
症
率
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　
大
規
模
疫
学
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

推
計
値
は
50
歳
以
上
で
約
１・
１
％
。
篠

栗
町
で
１
５
２
人
と
推
計
さ
れ
る
。

問
　

治
療
費
は
平
均
で
４
万
２
０
０
０
円
、

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
に
な
る
と
13
万
円
ほ

ど
で
年
間
約
９
０
０
万
円
か
か
る
が
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
し
た
場
合
、
大
幅
に
治
療
費

が
下
が
る
と
考
え
る
。
町
と
し
て
補
助
は

で
き
な
い
か
。

答
【
町
長
】

　
今
後
、
実
態
を
把
握
し
て
、
治
療
費
に

か
か
る
国
保
負
担
分
と
、
接
種
に
よ
る
補

助
の
負
担
の
割
合
の
比
率
を
判
断
し
た
上

で
取
り
組
む
か
ど
う
か
は
考
え
た
い
。

田辺 弘之

帯状疱疹予防ワクチンの助成を
町長「�実態を把握した上で取り組むか�

どうかは考えたい」

※
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

　

生
ワ
ク
チ
ン
（
水
痘
ワ
ク
チ
ン
）
費

用
は
１
回
で
８
０
０
０
円
～
１
万
円
。

不
活
化
ワ
ク
チ
ン 

１
回
２
万
円
～

２
万
５
０
０
０
円
で
２
回
の
接
種
が
必

要
。
共
に
50
歳
以
上
が
対
象
者
と
な
る
。

一般質問
　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や
政策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。
　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。
　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成していま
す。議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシ
ス篠栗・各公民分館および町ホームページで閲覧できます。
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一般質問



　
私
の
20
年
間
（
５
期
）
の
議
員
生
活
が
終

わ
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
長
き
に

わ
た
っ
て
の
議
員
生
活
を
無
事
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご

支
援
の
賜
物
と
感
謝
致
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
か
ら
は
議
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
議
会
の
代
表
と
し
て
の
重
責
を
担
っ

た
８
年
間
（
２
期
）
で
し
た
。
任
期
を
終
え
る

今
、
そ
の
日
々
を
振
り
返
る
と
、
多
く
の
出
来

事
が
あ
っ
た
と
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
特
に
、
今
期
の
議
会
は
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と

い
う
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
巻
き
こ
ま
れ
た
４

年
間
で
し
た
。
議
会
の
運
営
に
お
い
て
も
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
２
年
６
月
定

例
会
の
一
般
質
問
を
中
止
す
る
と
い
う
苦
渋

の
決
断
も
致
し
ま
し
た
。
同
時
期
に
、
議
会

と
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
何
か
を

し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
思
い
か
ら
、
議
員
全

員
で
意
見
を
出
し
合
い
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
経
済
対
策
に
関
す
る
要
望
書
」
を
町
に

提
出
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
４
月
に
発
生
し
た
５
歳
児

衰
弱
事
件
は
、
議
会
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
衝

撃
的
な
出
来
事
で
、
町
長
か
ら
の
「
議
会
の
皆

様
と
と
も
に
」
と
い
う
呼
び
か
け
の
も
と
、
議

会
と
し
て
の
意
見
も
提
出
し
「
町
民
の
命
を
守

る
さ
さ
ぐ
り
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
致
し
ま

し
た
。
そ
の
条
例
の
下
、
今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
４
年
２
月
末
の
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
も
、
抗
議
と
恒
久
平
和
を
求
め

る
決
議
を
致
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
未
だ

に
戦
禍
は
続
い
て
お
り
ま
す
。
早
期
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
平
和
を
願
い
ま
す
。

　
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
４

年
間
で
し
た
。
特
に
長
引
く
「
コ
ロ
ナ
禍
」

は
私
た
ち
の
日
常
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
議
会
も
社
会
情
勢
に
沿
っ
た
変
化
を
求
め

ら
れ
る
時
代
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
議
会

を
去
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
時
代
に
合
っ
た
議
会
の
更
な
る
活
躍

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
終
息
し
よ
う
と
し

て
お
り
、
篠
栗
町
に
も
、
北
地
区
産
業
団
地

の
操
業
開
始
と
い
う
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま

す
。
篠
栗
町
の
、
新
し
い
「
賑
わ
い
の
創
出
」

に
大
い
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
後
の
篠
栗
町
の
益
々
の
発
展

と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
私
の
最
後
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

　
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
年
間
を
振
り
返
っ
て

 

議
長　
阿
部 

寛
治
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任期満了・議長挨拶

今長谷 武和 村瀨 敬太郎
副議長 松田 國守 荒牧 泰範古屋 宏治 阿部 寛治

議長 栗須 信治

高瀬 裕子
議会事務局 横山 和輝 岩下 勝正 品川 　静伴 　秀代

議会事務局 田辺 弘之 藤木 高裕 水江 靖浩
議会事務局長

生野　 崇
議会事務局

４年間ありがとうございました。
任期満了 任期：令和元年５月１日〜令和５年４月30日
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議
会
だ
よ
り
に
関
わ
る
最
後
と

な
っ
た
。

　
議
員
に
な
っ
て
８
年
間
で
環
境
は

著
し
く
変
り
、
活
動
を
伝
え
る
手
段

は
パ
ソ
コ
ン
の
ブ
ロ
グ
か
ら
ス
マ
ホ

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
。
短
い
言
葉
と
写
真
で

よ
り
早
く
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
簡
単
に
情

報
が
手
に
入
る
分
、
大
事
な
こ
と
が

こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　
議
会
活
動
を
正
確
に
、
丁
寧
に
伝

え
る
こ
と
が
議
会
だ
よ
り
の
役
割

だ
。

　
一
般
質
問
は
８
０
０
字
以
内
で
書

か
れ
て
い
る
が
、
６
名
の
委
員
全
員

が
会
議
録
を
何
度
も
読
み
込
ん
で
校

正
し
て
き
た
。
意
見
交
換
会
も
全
員

で
納
得
の
い
く
ま
で
訂
正
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
新
メ
ン
バ
ー
で
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
、
議
会
が
よ
り

身
近
に
な
る
紙
面
に
な
る
こ
と
を
望

み
た
い
。 

田
辺　
弘
之

旬し
ゅ
ん

花か

衆し
ゅ
う

灯と
う

６
月
議
会
は

６
／
5
月�

開
会

６
／
7
水�

一
般
質
問

の
予
定
で
す

の
予
定
で
す

輝く まちの宝輝く まちの宝

　３月14日・16日に町立幼稚園３園の卒園式に議会の代表として参加しました。
　町立幼稚園３園は勢門幼稚園に統合され今年度で篠栗・北勢門幼稚園は閉園となります
が、卒園されたみなさんの心のなかに、“まちの宝”として、輝き続けることでしょう。
　卒園、本当におめでとうございます。

北勢門幼稚園

篠栗幼稚園 勢門幼稚園

卒  園卒  園
おめでとうおめでとう


